




豊かさと幸せに　挑み続ける　三ガク都

岳 　自然豊かな環境に感謝し

楽 　文化・芸術を楽しみ

学 　共に生涯学び続ける

松本市





はじめに

文化芸術を創造し、享受し、文化的な環境の中で生きる喜びを見出すことは、人の変
わらない願いであり、心のつながりや相互に理解・尊重し合う土壌を育み、心豊かな社
会を形成するものです。新型コロナウイルス感染拡大の影響により、あらゆるものの意
義やあり方が問い直されている今、文化芸術により生み出される様々な価値を生かして、
これまで培われてきた伝統的な文化芸術を継承し、発展させること、そして、新たな文
化芸術の創造を進めていくことが必要です。

新たに策定した「松本市文化芸術推進基本計画」は、基本構想 2030が掲げる「一人
ひとりが豊かさと幸せを実感できるまち」を実現するため、「豊かさを育む文化芸術の
推進」に取り組むための、向こう 10年間の具体的な計画です。

有識者や活動者らで構成する松本市文化芸術振興審議会で検討を重ね、この計画で目
指す松本市の姿を「文化芸術で人と人がつながり、まちに魅力と活気があふれる三ガク
（岳・楽・学）都・松本」に決定しました。審議会の委員や市民の皆さんからいただい
た意見をもとに、文化芸術の振興にとどまらず、共に生きる社会の基盤形成、経済を含
む創造的な諸活動の創出といった、社会的な波及効果をもたらすことを視野に入れた計
画となりました。

時代の転換期を迎えている今だからこそ、この計画を通じて松本の歴史や自然にさら
なる磨きをかけ、新たな文化芸術の創造を目指します。心豊かな生活と活力ある社会の
実現を図り、「一人ひとりが豊かさと幸せを実感できるまち」をつくるため、日々取り
組みを進めていきます。

　令和 4年 3月

松本市長　臥雲　義尚
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松本城天守　国宝
（安土桃山時代（織豊期）、丸の内）
長野県松本市のシンボルである松本城は、今から約 430 年前に築造され、北アルプスを借景とする 5重 6階の重厚な松
本城天守は、現存 12天守の一つであり、国宝指定された 5天守の一つとして日本を代表する城郭建築

若
わかみやはちまん

宮八幡社
しゃほんでん

本殿　国重要文化財
（安土桃山時代（織豊期）、筑摩）
かつての松本城鎮守社

高橋家住宅　市重要文化財
（江戸時代、開智）
松本市内に現存する数少ない武家住宅のひとつ





国特別名勝及び特別天然記念物

国特別名勝及び特別天然記念物は、上高地・黒部峡谷の２か所







信州味噌

全国の味噌生産量の50％以上を占める長野県の中で
も、松本は県内有数の「信州味噌」の産地。昔なが
らの製法で作られている。



花見の御柱（梓川）

１月１日の早朝子どもたち
が３か所にある道祖神碑に
それぞれお参りし、その帰
りに大人を起こして歩く。
その後、大人たちが集まっ
てきて、御神酒をいただき、
身を清めてから子どもたち
と、日の出とともに太陽の
方向に向けて御柱を立てる。
その後、１月５日の早朝に
御柱は倒される。

市重要無形民俗文化財

市重要無形民俗文化財

松本あめ市（１月の第２日曜日）

あめ市は、かつて、初市あるいは塩
市とも呼ばれ、１月１１日に行われ
ました。深志神社の氏子である本町、
中町、伊勢町の商店街では、町会ご
とに恵比寿や大黒等を祭神とした拝
殿が造られ、年頭の大売出しが行わ
れます。あめ市の起源は、戦国時代
に武田晴信（信玄）と長尾景虎（上
杉謙信）が信濃（長野県）の覇権を
争っていたとき、駿河（静岡県）の
今川氏真が武田氏の支配地に塩の供
給を断つという戦略をとったため、
これに義憤を感じた景虎が越後から
信濃に塩を送り、松本に着いた日を
記念して塩市がはじまったという言
い伝えがあります。現在では各商店
街でさまざまな催しが行われ、松本
の新春の一大イベントとして多くの
来街者で賑わいます。



市重要無形民俗文化財

須々岐水神社のお祭り。各町会から９隻のお船（県宝）が

曳き出され、田植えの時期、秋の豊作を祈願し行われる。

市内には、他地区にもお船の舞台が残る。安曇野市の穂高

神社で行われる「お船祭り」は、北九州がルーツとされる

安曇族にちなむ祭りで、内陸部で海に縁のある祭りがある

ことは、こうした影響も考えられるといわれる。

す す き がわ

商都松本を担った商人たちは皆、深志神社の氏子であり、

江戸時代から町毎に舞台をつくった。現在１６台の舞台

（市重要有形民俗文化財）と神輿２基（市重要文化財）が

保存され、天神祭で曳きまわしが行われる。

（写真は島立堀米裸祭り実行委員会提供）

江戸時代中期の疫病流行からムラを守るために愛知の津島
神社から津島様をお迎えし、村境を練り歩いたのが始まり。
島立地区の堀米町会にある津島神社のお祭りで、子どもた
ちが、晒し木綿のもっこふんどし姿（現在は着衣）になり、
疫病退散、五穀豊穣、厄除けなどを津島神社にお参りする。

その後、紙のぼりをかざし、大きな声をかけながら集落の
中を巡り、津島神社に戻る全国的にも珍しい民俗行事

県無形民俗文化財

深志神社「天神祭」（７月２４、２５日）

松本平に夏の到来をつげる、江戸時代から続く祭り。町ごと
に舞台をつくり、現在は１６台の舞台（市重要有形民俗文化
財）と神輿２基（市重要文化財）が保存され、天神祭で曳き
まわしが行われる。
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４　イベント
松本市は、手仕事の職人が多く住む城下町として栄え、独自の文化を育んできました。
戦後、「民藝運動」をきっかけに「松本民芸館」や「松本民芸家具」が誕生し、その後、全国からものづ

くりを志す若者が集まるようになりました。
また、松本市は、世界的に著名な演奏家を輩出しているスズキ・メソード発祥の地でもあります。
こうした土壌から、現在の松本市は、工芸の五月・クラフトフェアまつもと、セイジ・オザワ 松本フェスティ
バル（OMF）、信州・まつもと大歌舞伎、まつもと街なか大道芸等の優れた文化芸術を国内外に発信する
まちとして展開しています。
これらのイベントの多くが、ボランティアや市民サポーターに支えられている点も大きな特徴です。
四季折々に行われる多彩な文化芸術イベントが、まちに潤いと活気をもたらし、文化芸術が本市の魅力
の一つになっています。

18

国宝松本城太鼓まつり（松本城公園、7月）
国宝松本城を背景に、全国から集まった太鼓団体と地元松
本市の太鼓団体による演奏

クラフトフェアまつもと
（あがたの森公園、5月下旬）
全国各地から様々なジャンルの工芸作家が出展する国内屈
指の野外クラフトイベント

国宝松本城「薪能」　（松本城公園、8月）
かがり火が照らす幽玄の世界

信州・まつもと大歌舞伎
（まつもと市民芸術館、6～７月）　©山田毅
まつもと市民芸術館の串田和美総監督が手がけてきたコクー
ン歌舞伎に、“まつもとならでは”の演出を加えて上演される
もの。
まち全体で歌舞伎を盛り上げようと、企画段階から市民が関
わり、ボランティアとして市民サポーター約400人が携わる。



まつもと街なかジャズフェスティバル

（中心市街地、９月） Ⓒ山田毅

松本城を中心とした松本の街がステージに変わり、街なかに
音楽、ジャズがあふれるフェスティバル

松本城公園や花時計公園など全５か所で一流のミュージシャ
ンが演奏し、大道芸人が花を添える。



三代
み よ

澤本
さわもと

寿
じゅ

柳
やなぎ

宗悦
むねよし
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１ 基本計画の一部改訂の目的 

 文化芸術基本法（平成１３年法律第１４８号）第７条の２第１項では、地方公共

団体は国の文化芸術推進基本計画を参酌し、地方の実情に即した文化芸術の推進に

関する計画を定めるよう規定されています。 

令和５（２０２３）年３月に文化芸術推進基本計画及び長野県文化芸術振興計画

が改訂されたことや、社会状況の急激な変化への対応から、計画期間の途中ではあ

りますが、松本市文化芸術推進基本計画（以下「基本計画」という。）を効果的か

つ着実に実施するために、国、県の計画の趣旨を踏まえ、第２章及び第３章の内容

について必要な改訂を行いました。 

 目指すべき姿や目標は踏襲することとし、表現や具体的施策の改正を行うことで、

計画を着実に推進するものです。 

 

２ 基本計画の位置付けと計画期間 

⑴ 基本計画は、松本市文化芸術基本条例（平成１５年条例第４１号）及び松本市総

合計画（基本構想２０３０・第１１次基本計画）を具現化させる文化芸術分野の個

別計画として策定します。 

 

⑵ 文化芸術は、様々な分野に波及効果を及ぼす基盤としての側面を持ちます。基本

計画はこの点を踏まえ、まちづくり、教育、産業等の分野の関係する個別計画等と

の整合を図るようにします。 
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⑶ 計画期間 

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12 

          

          

 

３ 基本計画の対象とする文化芸術の範囲 

 文化芸術基本法に規定された次の文化芸術を対象とします。 

芸術 

文学【俳句等】、音楽【セイジ・オザワ 松本フェ

スティバル等】、美術、写真、演劇、舞踊その他の

芸術【建築文化等】 

メディア芸術 
映画、漫画、アニメーション及びコンピュータその

他の電子機器等を利用した芸術 

伝統芸能 

雅楽、能楽【薪能】、文楽、歌舞伎【信州・まつも

と大歌舞伎】、組踊その他の我が国古来の伝統的な

芸能 

芸能 
講談、落語、浪曲、漫談、漫才、歌唱その他の芸能

（伝統芸能を除く。） 

生活文化 
伝統的工芸・民藝・クラフト、茶道、華道、書道、

食文化その他の生活に係る文化 

国民娯楽 囲碁、将棋その他の国民的娯楽 

出版物等 出版物及びレコード等 

文化財等 有形及び無形の文化財並びにその保存技術 

地域における文化芸術 

松本地域における文化芸術の振興及び地域振興のた

めの公演、展示、芸術祭、地域固有の伝統芸能及び

民俗芸能 

【月遅れのひな祭り、ぼんぼんと青山様、御柱祭、

三九郎、松本あめ市、コトヨウカ行事等】 

 他の個別計画と重複する分野については対象に含めるものの、内容的に当該個別

計画が優先する分野は、原則として当該個別計画に委ねます。 

 

 

 

基本構想２０３０ 

松本市文化芸術推進基本計画 （改訂）松本市文化芸術推進基本計画 
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４ 松本市の文化芸術を取り巻く状況 

⑴ 新型コロナウイルス感染症が与えた影響 

令和元（２０１９）年１２月に感染が確認されて以降、世界的に拡大した新型コ

ロナウイルス感染症は、文化芸術活動の継続に大きな影響を及ぼしました。緊急事

態宣言の発令などにより、文化芸術活動は不要不急のものであるかのごとく扱わ

れ、多くの活動が中止や延期、規模縮小を余儀なくされました。また、地域の礎と

して機能してきた祭礼や民俗芸能等の伝統行事にも大きな影響を与えました。 

一方で、文化芸術活動は世界の平和に寄与するものであるという共通認識によ

り、オンラインの活用による文化芸術活動の継続や、リアルな体験による観客との

一体感の共有の重要性が改めて確認されました。 

 文化芸術活動は人々のウェルビーイングのために必要不可欠であり、いかなる

状況においても歩みを止めない意識の醸成が重要です。 

 

⑵ 人口減少と少子高齢化の進行による影響 

令和５（２０２３）年の松本市の人口動態（令和６（２０２４）年１月１日現在）

は、県内市町村で最多の５０１人の社会増となり、転入者や移住者が多い状況です。

一方、自然増減は△１，４７４人となり、松本市全体の人口は２３５，４７５人 

（△９７２人）となりました。 

文化芸術分野においては、少子化による担い手不足が問題となっており、伝統文

化の継承が今後の課題として挙げられます。また、人口減少は文化芸術活動の鑑賞

者や文化施設の入館者の減少にもつながります。 

文化芸術分野は、子どもや高齢者を含む全ての人々が心身ともに健康で豊かな生

活を送るために重要であることから、少子高齢社会における需要や市場をより意

識する必要があります。持続可能なまちづくりを進めるため、文化芸術の力による

心豊かな社会形成を進めるとともに、移住促進及び関係人口の増加が必要となり

ます。 

 

⑶ デジタル化の急速な進展 

 現代社会は、デジタル化の急速な進展により表現や情報発信の形態が多様化し

ています。松本市では、情報通信技術の進化と普及に伴い、松本市総合計画（基本

構想２０３０・第１１次基本計画）の重点戦略として「ＤＸ・デジタル化」を掲げ

ています。デジタル技術を活用することで、文化芸術施設等の利便性の幅を広げる

とともに、デジタル技術を用いた文化芸術活動を推進する必要があります。 

 

⑷ 多様性を認め合う社会づくり 

 令和５（２０２３）年３月に制定した差別をなくし多様性を認め合うまちまつも

と条例（令和５年条例第２号）では、年齢、性別、人種、国籍、民族、信条、出自、

障がいなど、それぞれの違いに寛容なまちづくりを目指しています。人々が、文化
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芸術活動により他者と交わることで互いを理解し、多様性を認め合うまちづくり

に繋げていきます。 

 また、令和４（２０２２）年９月には第４次松本市障がい者計画（令和４    

（２０２２）年度～令和８（２０２６）年度）を策定し、障がい者団体と連携した

交流機会の場の推進や、生涯学習及び文化芸術活動への参加の促進を目指してい

ます。 

 

⑸ 持続可能な社会の実現 

 地球温暖化対策の推進に関する法律（平成１０年法律第１１７号）では、都道府

県及び市町村は、その区域の自然的社会的条件に応じて、温室効果ガスの排出の削

減等のための総合的かつ計画的な施策を策定及び実施するように努めるものとさ

れています。こうした制度を踏まえ、松本市では松本市ゼロカーボン実現条例（令

和４年条例第２４号。令和４（２０２２）年６月施行）の施行やまつもとゼロカー

ボン実現計画（松本市地球温暖化対策実行計画）（令和４（２０２２）年８月改訂）

の策定を行い、持続可能な社会の実現を目指しています。 

 これらに合わせ、各文化施設等の脱炭素化に向けた取組みが必要となります。 

 

５ 国、県の文化振興施策 

⑴ 文化芸術推進基本計画（第２期） 

 政府は、文化芸術基本法の規定に基づき、令和５（２０２３）年３月に文化芸術

推進基本計画（第２期）（以下「第２期基本計画」という。）を策定しました。第２

期基本計画は、基本的には第１期基本計画を踏襲していますが、その成果と課題を

踏まえた表現の適正化が図られました。 

また、我が国の文化芸術を取り巻く状況の変化を踏まえ、文化芸術の本質的価値

及び社会的・経済的価値を創出し未来を切り開くことを目的としています。 

 

⑵ 博物館法の一部改正 

 昭和２６（１９５１）年制定の博物館法（昭和２６年法律第２８５号）は、社会

教育法（昭和２４年法律第２０７号）の精神に基づき、博物館の発展を図ることに

よって、「国民の教育、学術」とともに、「文化」の発展に寄与することを目的に掲

げてきました。 

平成２９（２０１７）年に、文化芸術施策の総合的な推進を図るために制定され

た文化芸術基本法の中では、博物館の充実は「文化芸術に関する基本的な施策」の

一つとして位置付けられ、博物館の活動が、文化芸術により生み出された価値の継

承・発展や、新たな文化芸術の創造において役割を果たし得ることが示されていま

す。 

このように、これまでも博物館に期待されてきた文化の発展に資する役割が、近

年制定された文化芸術基本法の中で改めて明確にされていることを踏まえて、令

和５（２０２３）年４月に施行された博物館法の一部を改正する法律（令和４（２
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０２２）年法律第２４号）では、博物館法が、社会教育法に加えて文化芸術基本法

の精神にも基づくことを定めています。また、地域の多様な主体との連携及び協力

による文化観光などの活動を図り、地域の活力の向上に取り組むことを努力義務

化しています。 

 

⑶ 文化財保護法の一部改正 

 令和３（２０２１）年６月、文化財保護法の一部を改正する法律（令和３年法律

第２２号）が施行されました。この改正により、文部科学大臣が有形文化財及び有

形の民俗文化財だけでなく無形文化財及び無形の民俗文化財も登録できるように

なりました。 

また、地方公共団体が、有形・無形文化財及び有形・無形民俗文化財のうち、保

存及び活用のための措置が特に必要とされるものを、当該地方公共団体の文化財

に関する登録簿に登録できるとともに、国の文化財登録原簿への登録を提案でき

るよう併せて改正されました。 

 

⑷ 障がい者による文化芸術活動の推進に関する基本的な計画（第２期） 

 文部科学省及び厚生労働省は、障がい者による文化芸術活動の推進に関する法

律（平成３０年法律第４７号）第７条に基づき、令和５（２０２３）年３月に障が

い者による文化芸術活動の推進に関する基本的な計画（第２期）を策定しました。

文化芸術活動を通じて障がい者の個性と能力が発揮され、社会参加が促進される

ことを目的としています。 

 

⑸ 第２次長野県文化芸術振興計画 

 長野県は、文化芸術基本法第７条の２第 1 項に規定する地方文化芸術推進基本

計画に基づき、令和５（２０２３）年３月に第２次長野県文化芸術振興計画を策定

しました。「文化芸術の価値を高め、支える、ひろげる、つながる、信州のゆたか

な未来」を目標に掲げ、地域主体の文化芸術活動の推進を重点的施策として定めて

います。 

 

６ 三ガク都松本の文化芸術と目指す姿 

 文化芸術基本法第４条には、地方公共団体の責務として、文化芸術に関して自主的

かつ主体的にその地域の特性に応じた施策を策定し、実施することが記述されてい

ます。文化とは、広義に捉えると人間と人間の生活に関わる総体であり、長い歴史の

中で独自の自然環境や社会環境に基づき培われた全ての事柄であるといえます。 

松本市は、先人のたゆまぬ努力により歴史を刻み、市民一人ひとりの豊かな感性と

創造性により、地域に根差した独自の文化芸術を育んできました。その特性を踏ま

え、松本市総合計画（基本構想２０３０・第１１次基本計画）の基本理念に「豊かさ

と幸せに挑み続ける三ガク都」を掲げ、市民が「松本らしさ」に誇りを持てるよう、

目標や方向性を検討しました。 
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⑴ 岳（自然豊かな環境に感謝できる） 

松本市は、東に標高２,０００メートルの美ケ原高原、西に標高３,０００メート

ル級の峰々が連なる北アルプス山岳が広がり、日本の屋根と言われる山岳地帯か

ら松本平と呼ばれる盆地まで変化に富んだ地勢を形成しています。 

周囲を山々に囲まれた複合扇状地の市街地では豊富な地下水がいたる所に湧き

出しており、豊かな自然の中に人々の暮らしが溶け込み多様な文化芸術を生み出

しています。 

 

⑵ 楽（文化・芸術を楽しむ） 

 戦後、松本市は民藝による地場産業の復興を計画しました。昭和２１（１９４６）

年には日本民藝協会長野県支部が結成、昭和３７（１９６２）年には「松本民芸館」

が開館、昭和５１（１９７６）年には松本家具が家具業界で初めて通商産業大臣（現

経済産業大臣）から伝統的工芸品に指定されています。全国からものづくりを志す

若者が集まる工芸のまちとして栄え、他地域から伝承されたものや松本城下の特

性が色濃く残るものなどが数多く継承されています。現在は、全国各地から様々な

ジャンルの工芸作家が出店するクラフトフェアまつもとが昭和６０（１９８５）年

から約４０年にわたり開催されています。 

また、松本市にはその他にも文化芸術を国内外に発信するイベント（セイジ・オ

ザワ 松本フェスティバル、信州・まつもと大歌舞伎等）が多数存在します。これ

らのイベントはボランティアや市民サポーターによって支えられており、市民の

文化芸術への関心の高さが継続的な開催につながっています。 

 

⑶ 学（共に生涯学び続ける）  

 松本市は、明治時代に市民の浄財をもとに初等教育の場として旧開智学校を開

校し、大正時代には当時の市年間予算を超える巨費を投じて旧制松本高等学校を

誘致するなど、学びを基軸としたまちづくりが行われました。 

伝統的に教育や文化を重んずる気風から、公民館数が全国で一番多い長野県の中

でも松本市が一番多く、学びの場を設けることを大切にしています。また、登録博

物館も多数存在し、学都松本として、学び続ける・共に学ぶ・時代に引き継ぐまち

を目指しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜目指す姿＞ 

文化芸術で人と人がつながり、まちに 

魅力と活気があふれる三ガク都・松本 
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７ 松本市の目標 

 松本市文化芸術基本条例第７条に基づき、松本市の３つの目標を設定します。 

⑴ 松本市文化芸術基本条例第７条 

ア 文化芸術に関する施策の総合的な推進に関すること。 

イ 文化芸術活動の環境の整備及び充実に関すること。 

ウ 文化芸術を担う人材の養成及び確保に関すること。 

 

⑵ 松本市の３つの目標 

ア 市民の誰もが自由に文化芸術に親しむことができる 

市民のウェルビーイングのために、文化芸術は必要不可欠です。 

性別、年齢、障がいの有無、性的指向、人種、国籍などに関わらず、全ての人

が文化芸術を創造し享受することは、社会参加の機会を開き、心豊かな市民生活

と活力ある社会の実現につながります。誰もが広く文化芸術を楽しめる機会をつ

くり、人々の笑顔があふれるまちを創造します。 

 

イ 松本独自の文化芸術を継承しながら、新しい松本の文化芸術を創造する 

松本市では、これまでに数々の優れた文化芸術を国内外に発信し、松本市を代

表する作品展示や文化芸術イベントを展開してきました。 

また、手仕事の職人が多く住む城下町として栄え、独自の文化を育んできたこ

とから、現在では民間団体が繰り広げるクラフトフェアまつもとやマツモト建築

芸術祭などのアート活動が松本の新たな顔となり、国内外に向け発信されていま

す。「松本らしさ」の継承と創造の源は、市民一人ひとりです。心豊かに生きて

いくために欠かせない文化芸術の力で、人と人とをつなげ、相互に理解し尊重し

あえる社会を形成します。 

 

ウ さまざまな分野との連携により、課題解決や地域の活性化につなげる 

文化芸術の持続的な発展のためには、社会のあらゆる場面で文化芸術の力が一

層活かされていくことが必要です。 

教育分野、福祉分野、観光振興などあらゆる分野で文化芸術の力が活用され、

また、文化施設や活動団体の連携により、文化芸術が多面的に広がるよう、市民

による文化芸術活動の裾野を広げます。 
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８ 施策の体系及び主な取組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【目指す松本市の姿】 

文化芸術で人と人がつながり、まちに魅力と 

活気があふれる三ガク都・松本 

 

 

 



 

30 
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１ 推進体制 

 心豊かな市民生活及び活力ある社会の実現を図るため、文化芸術行政を推進する

体制を明確にし、それぞれが役割を果たし、連携・協働して取組みを進めます。 

⑴ 松本市 

 市民が等しく文化芸術を創造し、享受することができるような環境の整備を行

い、個性と魅力にあふれた文化芸術に関する施策を推進します。文化振興のマネ

ジメント役として、文化芸術推進基本計画に基づく事業を実施するとともに、市

民のニーズや社会状況に合わせた適切な進捗管理を行っていきます。 

また、文化芸術に対する市民の関心及び理解を深め、将来にわたって文化芸術

が発展するよう努めます。 

 

⑵ 文化芸術団体等 

 文化芸術活動の実践者であり、地域の文化芸術活動の担い手として、後進の指

導や育成、団体相互の交流を促進することが期待されます。市と文化芸術団体で

協働を図りながら、市民が文化芸術に触れ親しむ機会の提供や継承などに取り組

みます。 

 

⑶ 一般財団法人松本市芸術文化振興財団 

 この法人は、文化施設等の管理運営及び施設を活用した事業の推進により、市

民の自主的な文化芸術活動を促進するとともに、優れた文化芸術に触れる機会を

提供し、地域文化の継承・発展・創造を図り、もって、心豊かな活力ある社会の

形成に寄与することを目的に設置された団体です。 

文化芸術の推進組織として、財団がこれまで文化芸術の分野で担ってきた知識

と経験を生かすとともに、財団の事業や組織運営の見直しを図りながら、市との

連携により文化芸術の発展を図ります。また、市との連携により市民が文化芸術

に触れる機会の創出、人材育成及び文化芸術活動への参加を支援していきます。 
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２ 基本計画の評価検証 

計画期間の中間年（令和７（２０２５）年）及び最終年前年（令和１１ 

（２０２９）年）に市民アンケートを実施し、基本計画推進の効果検証を行うとと

もに、意見を反映した事業等を実施します。また、市内で活躍する個人・団体につ

いて実態調査を実施し、文化芸術活動者とのコミュニケーションを図り、連携でき

る体制を構築します。 

 

目標１ 市民の誰もが自由に文化芸術に親しむことができる 

基本施策 施策の方向性 評価指標 Ｒ３値 目標値 

市民の文

化芸術に

親しむ機

会の拡充 

①文化芸術に触

れる機会の充実 

松本市の文化芸術施策に対す

る満足度 
36.7％ 45.0％ 

②多様な情報発

信 

文化芸術に関する情報の発信

に対する満足度 
33.6％ 40.0％ 

文化芸術

活動者へ

の支援の

充実 

①アートと社会

をつなぐ相談・支

援窓口の設置 

文化芸術に関する情報の発信

に対する満足度 
33.6％ 40.0％ 

②文化芸術イベ

ントのサポータ

ーの育成 

文化ボランティアに参加した

いと思う人の割合 
81.6％ 85.0％ 

③表現の場の創

出 

文化芸術活動の場の提供に対

する満足度 

文化芸術活動の発表機会の提

供に対する満足度 

25.1％ 

 

22.6％ 

30.0％ 

 

30.0％ 

④顕彰 

文化芸術に関する情報の発信

に対する満足度 

アーティストの発掘及び支援

に対する満足度 

33.6％ 

 

9.8％ 

40.0％ 

 

15.0％ 
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目標２ 松本独自の文化芸術を継承しながら、新しい松本の文化芸術を創造する 

基本施策 施策の方向性 評価指標 Ｒ３値 目標値 

「松本ら

しさ」を代

表する文

化芸術の

更なる発

展 

①伝統的工芸・民

藝・クラフト文化

の発展 

工芸等文化芸術に関連する産

業の振興に対する満足度 
19.0％ 25.0％ 

②松本独自事業

の更なる展開 

市の魅力を向上するために文

化芸術活動が必要と答えた割

合 

95.6％ 98.0％ 

③新たな事業の

展開 

市の魅力を向上するために文

化芸術活動が必要と答えた割

合 

95.6％ 98.0％ 

文化財・伝

統芸能の

保存と継

承 

①地域の文化財

の保存と活用 

文化財保護のための取組みに

対する満足度 

文化財等の観光への活用に対

する満足度 

43.5％ 

 

42.1％ 

50.0％ 

 

50.0％ 

②地域の伝統・民

俗芸能の継承 

地域の伝統行事などの後継者

育成の促進に対する満足度 
10.5％ 15.0％ 

 

目標３ さまざまな分野との連携により、課題解決や地域の活性化につなげる 

基本施策 施策の方向性 評価指標 Ｒ３値 目標値 

さまざま

な分野と

の連携に

よる地域

の課題解

決 

①教育分野との

連携 

子どもの文化芸術に触れる機

会の提供に対する満足度 
27.5％ 35.0％ 

②健康、医療、福

祉分野との連携 

健康、医療、福祉分野等にお

ける文化芸術の活用事業数

（年間） 

なし 5 事業 

③観光分野との

連携 

文化財等の観光への活用に対

する満足度 
42.1％ 50％ 

④関係機関の連

携強化 

文化芸術団体の交流機会の提

供数（年間） 
なし 3 事業 
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ジョウザン  

トヨダ コウジ

タイザン

　オマタ ムギホ オマタ トモミ
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附 則（平成二九年六月二三日法律第七十三号） 抄

附 則（平成三〇年六月八日法律第四十二号） 抄

附 則（令和元年六月七日法律第二十六号） 抄
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62

策定及び見直しまでの経過

年 度

令和2年 3月25日 庁議 基本計画の策定について報告

8月 4日 第1回審議会 現状認識及び骨子案について

9月29日 第1回庁内連絡会議 現状認識及び骨子案について

10月13日 第2回審議会 具体的施策Ⅰ・Ⅱについて

11月26日 第3回審議会 具体的施策Ⅲ・Ⅳについて

2月26日 第4回審議会 計画素案の協議

3月26日 第2回庁内連絡会議 計画素案の協議

令和3年 5月10日 庁議 計画（案）の協議

5月25日 経済文教委員協議会 計画（案）の協議

6月 1日 第1回審議会 計画（案）の協議

6月 4日 パブリックコメント パブリックコメントの実施（～7月4日まで）

7月30日 第2回審議会 最終案の報告

8月30日 庁議 パブリックコメントの結果報告

9月17日 経済文教委員協議会 パブリックコメントの結果報告

令和5年 8月31日 第1回審議会 基本計画の見直しについて協議

3月19日 第2回審議会 見直し（案）の協議

令和6年 5月28日 第1回審議会 見直し（案）の協議

6月25日 庁内関係課会議 見直し（案）の協議

8月29日 市教育委員会 市教育委員会から意見聴取

9月25日 庁議 見直し（案）の協議

10月16日 経済文教委員協議会 見直し（案）の協議

1
活動者
代表 宮嶋

みや じま

弘樹
ひ ろ き 会社員

楽都・まつもとプロデュースチーム　リーダー
５期
副会長

2 〃 瀧沢一以
たきざわかずゆき

手仕事扱い処ゆこもり　主宰 ５期

3
学　識
経験者 笹本

さ さ もと

正治
し ょ う じ 長野県立歴史館特別館長、信州大学名誉教授

(中近世日本史)
５期
会長

4 〃 倉澤
く ら さ わ

　聡
さとる

都市計画家 ５期

5 〃 西尾
に し お

尚子
しょ うこ

駒沢女子大学　人間総合学群　住空間デザイン学類　講師
Ｒ５より
１期

6 公　募 辻本
つじもと

敬
けい

太
た

会社員 ５期






